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    秘密の試着室

    　

    みんと

    　

    　

    「あぁ……ダメ……」

    彼の指が熱く蕩とろけた中心に入ってきて、凛りんは身体を硬くした。

    「ダメじゃないだろう……凛の中、もうトロトロだよ……ホントは気持ちいいんだろ」

    「ち、違う……」

    頭を振って否定しても、すべては彼の言った通りで、もう自分では立っていられないほど、感じまくっている。

    「凛、見てごらん、自分がどんな風になっているのか、その目で確かめるんだ」

    ゆっくりと顔を上げると、大きな鏡の中に、凛と、そして彼が映っていた。

    柔らかな栗色の髪、ブルーの瞳、男らしい引き締まった唇。長身で均整のとれた、モデルのようなスタイル。

    王子様のような彼の腕の中で、地味で冴えない自分が、顔を真っ赤に染めて淫らな肢体をさらしている。

    「いやっ！」

    ギュッと目をつぶった凛の耳元に、彼が唇を寄せて囁ささやく。

    「ちゃんと見るんだ、自分がどんな風になっているのかを……恥ずかしがることはないよ、凛はとってもかわいいんだから」

    彼はいつも甘い言葉を囁く。

    凛が今まで、誰にも言われたことのないような、甘い甘い、砂糖菓子のような言葉を……。

    嘘だと分かっていても、彼の魅惑的な声音に熱く蕩けてしまう。

    身体は彼を求めて疼うずき、心は切なく苦しくなる。

    こんなはずじゃなかった……。

    「ふぁぁ……」

    彼の指が、愛液を滴らせる蜜の中で敏感な場所を探してうごめく。

    まだ誰も受け入れたことのないそこは、何度も愛撫され、赤く潤んでいる。

    指じゃない、もっと他のもので繋つながりたくて、もっとその人を深く感じたくて、身体は甘く痺しびれていく。

    でも彼はこれ以上をしない。

    だって二人は恋人同士じゃないから……。

    　

    　

    「場違い……だよね……」

    磨き抜かれたショーウインドーに映る自分を見て、鈴木凛りんは深いため息をついた。

    そこには、黒ぶち眼鏡にグレーのスーツ、お団子頭の地味で冴えない自分がいる。

    お洒落な人々が行き交う青山通りに、堂々と店舗を構える、今話題のランジェリーショップ『チェリー』。

    お城のような店内には、レースにリボン、揺れるチャームに、キラキラ輝くクリスタルやスワロフスキー、キュートでセクシー、お菓子のようなランジェリーがディスプレイされている。

    目の前に広がるのは別世界のようで、凛は足が竦すくんで動けない。

    仕事が終わってから、普段は来ないようなこんなオシャレな場所に立ち、凛は緊張していた。

    昨日も、その前の日も……。

    毎日のようにこの店の前まで来ては、外から中を覗いていたのだ。

    でも、どうしても入ることができなかった。

    それでも今日は、この一歩を踏み出さなければ、何も変わらない。

    来月に控えた会社の親睦旅行に、必ずこの店のランジェリーが必要なのだ。

    「勇気を出すのよ、わたしっ!!」

    凛は意を決したように強く頷くと、店の中に入った。

    のは良かったが、場違いな雰囲気に、このまま帰ってしまいたい気持ちになった。

    触れれば破けてしまいそうな、繊細なレースのランジェリーに取り囲まれて、息をするのもためらわれる。

    「わたしにこんなの似合うはずないか……」

    　

    手に取ることもできず、委縮していると、

    「キャァァ!!」

    と、耳に刺さる女性たちの騒がしい声が聞こえた。

    見ると、店の一角に、人だかりができている。

    （なんだろ？）

    凛はその黄色い声の女性たちに近付いて、背伸びして覗のぞき込もうとした。

    その時、隣に立つ女が凛を見て鼻で笑った。

    「何よあなた、そんなダサい格好で、よくこの店に来れたわね」

    「えっ……」

    何も言えず真っ赤になった時、

    「ちょっとどいてよっ！」
と背後から突き飛ばされた。

    「きゃあっ!!」

    凛はバランスを崩して、商品と共に床にぶざまに転がった。

    大きな音に女性たちが振り返り、みんなが凛に注目する。

    どの人もセンスがよくて、スタイル抜群。指には華やかなネイル、流行りの化粧、スラリと伸びた足には折れそうに高いヒールをあしらっていた。

    何を取っても凛と同じ女性とは思えないほど、キレイだ。

    それに比べ、自分はなんて場違いなのか……。

    （来なきゃ良かった……惨めなわたしを確認しに来ただけじゃない……バカみたい……）

    情けなくて、もう帰りたくなった時、優しい声が降ってきた。

    「お客様、大丈夫ですか？」

    身体の下に手を差し込まれたかと思うと、フワリと抱き上げられた。

    驚いて顔を上げると、そこには息を飲むほどキレイな男性がいた。

    その男ひとは、芸能人かと思うほど整った顔立ちに、優しげなブルーの瞳。180センチ以上ありそうな、スラリとしたスタイル。

    （うそ……この男ひと、もしかして、テレビや雑誌でよく見るデザイナーの……）

    男性がこの店にいることにも驚いたけど、それ以上にずっと憧れていた有名人に呆然とした。

    （画面でみるよりも……ステキ……）

    凛はうっとりと見惚れてしまった。しかも力強い腕にお姫様抱っこされている。

    もう、夢のようだった。

    「ちょっと、何よ、あの子」

    「どうしてあの子だけっ！　悔しいっ！」

    女性たちが口々に罵倒ばとうする中、彼はそんな声が一切聞こえない様子で、微笑みかけた。

    「こちらへどうぞ」

    横抱きにされたまま、凛は奥へと連れて行かれたのだ。

    　

    案内されたのは、広くて豪華なラウンジのような部屋だった。

    大きな鏡に、赤いソファ、毛の長い絨毯じゅうたん。

    「この部屋は女優など、特別な方が下着をオーダーされる時にお通しするＶＩＰルームなんですよ」

    「え、そ、そう……ですか……」

    彼の説明に、凛はいっそう緊張する。

    そして丁寧にソファに下され、そのステキな人は足元にうやうやしく跪ひざまずいた。

    「お怪我はありませんでしたか？」

    「だ、大丈夫です……」

    ブルーの瞳に見つめられ、凛は赤面しながら、かろうじて声を絞り出した。

    密室に彼と二人きり、何を話せばいいのか分からない。

    それ以上に、男性に見つめられるなんて初めてで、心臓がバクバクとうるさい。

    「あ、あなたは……もしかして？」

    「ご挨拶が遅れました。このショップのデザイナー、田中晃あき章ふみと申します。本日はご来店ありがとうございます」

    「やっぱり、カリスマデザイナーの田中晃章……さん……」

    「ご存じでしたか、光栄です」

    彼の華やかな笑顔に、ドキリと心臓が跳ねる。

    「いつも雑誌とか、テレビで見て……」

    この店のオーナーでデザイナーの田中晃章といえば、今、雑誌やテレビで話題の有名人である。

    『彼にオーダーメイドしてもらったランジェリーを着けると恋が叶う』と、噂になってからはマスコミに騒がれ、その王子様のような容姿から、女性たちに大人気となった。

    そう、凛は長年の片思いを叶えるため、彼に下着をオーダーしてもらいたくて、この店にやってきたのだ。

    でも……。

    大きな鏡に映る自分は、転んでストッキングが伝線してしまい、髪は乱れ、何よりも真面目なだけのスーツは、この場にまったくそぐわない。

    （わたし、どうしてここに来たんだろ……？）

    急に悲しくなって、自分が愚かに思えた。

    凛は慌てて立ち上がった。

    「どうされました？」

    「帰ります」

    「お待ちください」

    戸惑いながら凛を押しとどめる晃章だったが、彼女は「帰る」の一点張り。

    「すみません、わたしには似合わないみたいだから……」

    「何か気に障ることでも？」

    「ホントに、そうじゃなくて……」

    「では取りあえず、お座り下さい」

    この場から早く逃げたいのに、晃章は凛を放してくれない。

    （どうして帰してくれないの……？）

    　

    だから今度は無理に立ちあがった。

    すると今までの柔らかい口調とは一転して、

    「待てって言ってるだろっ!!」

    突然、グッと肩を抑えつけられ、無理矢理ソファに座らされた。

    「えっ!?」

    王子様の突然の急変に、凛は目をぱちくりさせて彼をまじまじと見てしまった。

    彼は凛の足に手を伸ばすと、黒くて何の飾り気もないビジネス用のヒールを脱がせた。

    「あの、何を……？」

    「はいそうですか、と帰すと思うのか？　お客様」

    先ほどとは打って変わった低い声で言うと、凛の足に唇を押しあてた。

    ストッキングごしに、彼の唇を、指を、リアルに感じる。

    「な、なななな……」

    何をするの!?　は言葉にならなかった。

    彼は顔を上げると、ニヤリと不遜ふそんに笑った。

    「逃げられないように、おまじない」

    　凛はあっけに取られて、何も言えず、ただ彼を見つめるしかなかった。

    「それで、今日はどうしてこの店へ？」

    彼女の22.5センチの足を弄もてあそびながら、彼が聞いた。

    「下着を……オーダーしてもらいたくて……」

    消え入りそうな声で答えた。

    「もしかして、恋の叶うランジェリー？」

    晃章が尋ねると、凛は恥ずかしそうに俯いた。

    「好きな男ひとがいて……でも、わたしこんなだし、告白したってフラれるって分かってるから……」

    羞恥しゅうちに、声が掠かすれて、上手くしゃべれない。

    「こんな……ね……」

    晃章は少し呆れた様子で凛を見上げている。

    「みんなからどう思われているか知っています、だけど……どうしても彼に気持ちを伝えたくて……でも、怖くて……そんなときに、テレビであなたのことを見たんです……お願いです、わたしに恋が叶うランジェリーを作ってもらえませんか？　わたしに告白する勇気を下さい!!」

    笑われるかと思ったが、必死に訴える凛の話を、彼は意外にも真剣に聞いてくれている。

    （さっきはびっくりしたけど、いい人そうかも……）

    凛は少しホッとした。

    「そうか、それで君はこの店に来たんだ」

    「はい……あの、場違いって分かってます、でも、諦めきれなくって……」

    晃章は何かを考えるように、凛を上から下まで見ながら言った。

    「君に必要なのは下着じゃなく、もっと他のものだと思うけどね」

    「他のもの？　それって何ですか？」

    「それは君が自分で考えることだよ、じゃあ立って、こちらへどうぞ」

    彼は凛の腕を取ると、カーテンの向こうへと引っ張り込んだ。

    　

    そこはフィッティングルームで、一人が入ればいっぱいになってしまうような狭い場所だった。

    「あの……？」

    戸惑っていると、スルリとジャケットを脱がされた。

    「えっ!?　ちょっと……？」

    「下着のオーダーするんだろ、だったらサイズを測らなくちゃね。着ているものを全部脱いで」

    言いながらも、晃章は凛のブラウスのボタンをはずしていく。

    「ちょっと待って下さい」

    ブラウスを掻き合わせながら、凛は彼から抵抗するように数歩離れた。

    「あなたが測るんですか？」

    「そうだよ、下着をデザインして作るのはオレだからね」

    「他の……女性の店員さんか、誰か……」

    「他の？」

    彼が一歩、凛に近付いた。

    「このショップのオーナーはオレで」

    さらに一歩。

    「デザイナーもオレ」

    凛は怖くなって後ずさったが、背後には壁しかなかった。

    彼はそこに両手を付いて、逃げられないようにした。

    「言っただろう、逃がさないって」

    その顔は真剣で、冗談を言ってるようには見えない。

    （そんな……）

    それでも隙を探してキョロキョロとする凛の顎に、晃章の細くて長い指が絡んだ。

    「往生際が悪いな」

    「えっ!?」

    晃章のキレイな顔が近付いたかと思うと、唇が塞がれた。

    引き締まった彼の唇が、凛のそれに重なり、強く押し付けられる。

    「……んんんっ!!」

    悲鳴は全てキスに吸い取られた。

    彼の熱い舌が口腔へと入ってきて、全てを味わうかのようにクネクネと動き回る。

    舌が絡め取られ、チュッと吸い上げられた瞬間、背筋をゾクゾクと初めての快感が駆け抜けた。

    身体から力が抜けて、足がガクガクと震える。

    凛は自分を支えていられず、晃章に縋すがり付いた。

    そんな彼女を、晃章は優しく抱き締めた。

    　

    唇が離れた時、凛は嗚咽まじりの悲鳴を上げた。

    「ファ、ファーストキスだったのに……」

    「それは、ご馳走様」

    笑いを含んだ彼の声が耳をくすぐる。

    凛は涙目で彼を見上げた。

    「ひ、ひどい……です……」

    「君がさっさと脱がないからだよ、余計な手間が増えた」

    「は、初めては、加藤君とって思ってたのに……こんな、こんな……」

    ファーストキスにショックを受け混乱している間に、服はすっかり脱がされ、下着姿になっていた。

    「な、何をするんですっ!!」

    暴れる凛の耳元に、彼が唇を寄せた。

    「じっとしていないと、またキスをするよ」

    （こんなのひど過ぎる……）

    と思いつつも、またあんなキスをされては、おかしくなってしまいそうで、凛は大人しくなった。

    「そんなにオレとキスするのがイヤなんだ……少しショックだな」

    彼はそうでもない様子で、肩をすくめた。

    「お、お願いです、早く測ってしまって……下さい……」

    こんな恥ずかしいことは、さっさと終わらせたい。

    それなのに、彼は楽しんででもいるかのように、鼻歌を口ずさみながら、メジャーを取り出した。

    「正しいバストの測り方知ってる？」

    「いいえ……」

    彼は凛の背中に手を回すと、ブラジャーのホックをはずした。

    フッと胸元が軽くなり、凛は慌てた。

    が遅く、軽い音をたててブラジャーは足元に落ち、小さな乳房が露わになった。

    「きゃあ!!」

    隠そうとしたが、それよりも早く、両手を拘束されてしまった。

    「バストサイズを測るんだから、隠しちゃダメだろ」

    「でも……」

    （こんなの恥ずかしすぎる……）

    「ほら、真っ直ぐに立って、両手は自然に左右に下ろす」

    言われるまま、直立不動になる。

    「アンダーバストのサイズは、こうやって乳房を持ち上げて測るんだけど……」

    彼の手が乳房を持ち上げるように下から掬すくい上げた。

    「ひゃっ!!　な、なに……？」

    「君には必要ないみたいだね、持ち上げるだけの乳房がない」

    凛の脇の下からメジャーを通し、乳房の下の胸囲を測る。

    「ど、どうせ……」

    ムッとしながらも、羞恥にギュッと目を閉じた。

    「でも、形はとってもいいよ、肌もキレイだ。手に吸いつくようだよ、オレが君に触れてるのが分かる？」

    晃章の手が、背中をなぞり、腕をなぞり、ウエストをなぞり……。

    彼の触れた場所が、熱を持ったように、熱くなる。

    「あ、あの……早く測って……」

    「緊張してるみたいだから、リラックスさせてあげようと思ったんだけどな」

    「そんなの必要ありません……だから、だから早く測っちゃってください……」

    「残念だな」

    と呟いて、彼はホッと溜息を吐くと、凛の小さな乳房を、大きな手で包んだ。

    「えっ!?」

    驚いて目を開けると、彼の指が小さなピンク色の乳首を抓つまんでいた。

    「な、何してるんですか……やめて下さいっ!!」

    暴れようとしたが、今度は後ろから抱きすくめられてしまった。

    「じっとして、トップを測るにはこうやって、君のかわいい乳首を勃たたせて、測るんだよ」

    「う、うそっ!!」

    「うそじゃないさ……恋が叶うランジェリー、作ってほしいんだろう？　それには君の協力が必要なんだけどな」

    「う……」

    「そんなに、好きなんだ……妬けるな……」

    言葉に詰まって固まった凛の乳首を、晃章が指で転がす。

    「君の乳首、ピンク色でかわいいね。食べちゃいたくなるよ」

    「やめて……下さい……そんなこと、言わないで……」

    「どうして？　ホントのことだよ、ストロベリーキャンデーみたいで、美味しそうだよ」

    彼に耳元で囁かれながら、小さな突起をいじくられ続けていると、身体の奥が熱くなっていく。

    「あっ……」

    クリッとそれを弾かれた瞬間、身体がビクリと跳ね、股間がじんわりと濡れるのが分かった。

    （どうしちゃったんだろ、わたし……）

    ガクリと膝から力が抜けて、倒れそうになる。

    慌てて力強い腕で抱きとめた晃章が、意外そうに聞いた。

    「君って、もしかして、こんなことされるの初めて？」

    「……」

    「そういえばさっきも、ファーストキスとか言ってたもんな、初めて乳首を触られて感じちゃったんだ……かわいいな」

    「か、かわいくなんて……」

    「かわいいよ……ピンクの乳首を、こんなにコリコリにしちゃって、もしかして、こっちも……」

    彼の手が、ウエストを撫でながら、下半身へ伸びる。

    初めてのことに戸惑うばかりで、抵抗なんてできなかった。

    「あんっ!!」

    下着の上から指で中心をなぞられて、凛は背を仰け反らせた。

    「い、いやぁ……」

    「ふ～ん、濡れちゃってるね」

    「そんなこと……」

    「じゃあ、自分の目で確かめてごらん」

    膝の下に手を差し込まれたかと思ったら、グッと足を持ち上げられた。

    「ほら、濡れてる」

    ショーツの中心に淫らなシミができているのが、鏡に映った。

    「あ……そんな……どうして……？」

    自分の身体がどうしてそんなことになっているのか、経験のない凛には分からなかった。

    「気持ち良くて濡らしちゃうなんて、君って敏感なんだね」

    凛は羞恥にギュッと目を閉じた。

    「お願い……もうやめて……恥ずかしい……」

    「本当にやめて欲しいの？」

    「え!?」

    彼の言葉にドキリとした。

    「君の身体は続けてほしそうにしているのに？」

    言葉と共に、彼の指がショーツの上から凛の中心を撫でた。

    「あぁ……んん……」

    グリグリと捏こねるように指を使われると、甘い痺れが全身を駆け抜けた。

    「ふぁぁん……」

    いっそう身体から力が抜けて、気持ち良さに身を任せてしまいたくなる。

    「これでも、やめてほしいの？　それとも、このまま続ける？　もっと気持ちよくしてあげるよ」

    彼が誘うように凛の耳元で囁く。

    やめてほしいのか？

    それとも、このまま……続けてほしいのか？

    「わたし……」

    潤んだ瞳で彼を見上げた瞬間、パッと手を放されて、解放された。

    「なんてね、そんな顔をされたら、このまま襲ってしまいそうだ」

    　

    彼は、冗談とも本気とも取れるような顔で言うと、胸の下に巻きつけていたメジャーをずらし、トップのサイズを測った。

    「ふ～ん、サイズは、７０Ｂってとこか……」

    独り言のように言いながら、カルテのようなものを取り出すと、ペンを走らせた。

    「そうだ、君の名前をまだ聞いていなかったね」

    「鈴木、凛です」

    「凛ちゃんか、かわいい名前だね」

    「あ、ありがとう……ございます……あの、もう服を着てもいいですか？」

    彼はにっこりと笑って言った。

    「どうぞ、手伝おうか？」

    凛は慌てて首を横に振り、服に手を伸ばすと、身に着けた。

    　

    次の来店予定を決めて、店を後にする頃には、外はすっかり暗くなっていた。

    町には人が溢れ、先ほどまでのことが、夢のように感じる。

    店の前には晃章が立ち、客である凛を見送ってくれた。

    通り過ぎる誰もが、王子様のような晃章に見惚れている。

    「またのご来店、お待ちしております」

    彼は意味ありげにほほ笑むと、うやうやしくお辞儀した。

    特別扱いされているようで、ドキドキした。

    （きっとからかわれているだけ……）

    凛は大きなため息をつくと、振り返ることなく人混みにまぎれた。

    　

    　

    （どうしよ～!?）

    あれから一週間、凛はなぜか毎日を悶々と過ごしていた。

    寝ても覚めても、晃章のことが頭から離れないのだ。

    彼に触られた場所が、今もリアルに熱を持って疼き、凛を悩ませる。

    「鈴木、どうしたんだ？」

    ふいにかけられた声に振り返ると、それは加藤祐輔だった。

    「か、加藤君……」

    凛の片思いの相手だ。

    彼は同い年で同期入社。なかなか会社に馴染めずにいた凛を何かと気にかけてくれていた。

    優しくて、真面目で、誠実。

    そんな彼を、凛はいつの間にか好きになっていた。

    加藤は営業から戻ったばかりのようで、手には鞄が握られている。

    「顔色良くないぞ」

    心配そうに凛を覗き込みながら、隣の席に座った。

    「え、そう？」

    「あんまり無理するなよ、鈴木は頑張りすぎるからな」

    「う、うん……ありがとう……」

    いつものように優しい言葉が嬉しい。

    「鈴木は今度の親睦会、参加するのか？」

    「そのつもり」

    毎年恒例の親睦会が来月にある。

    出欠は自由で、土日で一泊の温泉旅行へ行くことになっている。

    凛はその親睦会で、加藤に告白しようと考えているのだ。

    そのために、勇気を出してランジェリーをオーダーしに行った。

    あんな恥ずかしい思いまでして……。

    でもなぜか、試着室でのことを思い出しただけで、子宮がキュンと疼く。

    （わたしの身体、どうしちゃったんだろう……？）

    不安を振り払うかのように、凛は加藤を見た。

    「加藤君は？」

    「もちろん参加するよ、楽しみだな」

    「そう……だね……」

    でもなぜか、素直に楽しみだと言えなかった。心に何かが引っかかっている。

    （加藤君が好きなはずなのに、どうしてあのデザイナーの田中さんのことばかり気になってるんだろう……）

    　

    　

    「凛は、その加藤って男のどこが好きなんだ？」

    下着姿になった凛のピップサイズを測りながら晃章が聞いた。

    「え……どこって……」

    なぜか今日は晃章に加藤のことを話したくない。

    「優しいとことか、かな……」

    「へぇ～、優しいんだ……だったら、オレでもいいんじゃない？」

    ヒップサイズをカルテのようなものに記入すると、彼が凛を見上げて言った。

    「オレも、優しいよ」

    キレイなブルーの瞳が、真っ直ぐに凛を映している。

    「あなたとは……違う優しさだよ……」

    心臓がドキドキと早鐘はやがねを打ち始める。

    「そうかなぁ？」

    彼は凛の足に手を添えると、唇を寄せてキスをした。

    「あっ……!!」

    その唇は冷たくって、なのに、触れられた場所が熱くなる。

    「凛の足はキレイだね」

    「太くて、短い……よ」

    「そんなことないよ、柔らかくて、スベスベで、お菓子みたいで、美味しそうだ」

    言いながらも、彼の唇が凛の足を舐めるように移動していく。

    しゃべるたびに、熱い息が肌にかかってくすぐったい。

    腿を触っていた手は、次第に上へと伸びて、指がショーツにかけられた。

    スッとそれが下に引きおろされる。

    「また濡れてる」

    「……」

    「凛の蜜を味わってもいい？」

    「えっ!?」

    凛はビクリと震えた。

    いいとも、だめだとも、言えなかった。

    「何も言わないってことは、オレの好きなようにしちゃうよ」

    その瞬間、彼の舌が、蜜口に触れた。

    「あ……」

    ザラザラとしたその感触を、リアルに感じてしまう。

    凛はギュッと目をつぶった。

    クチュクチュ……と水音が、試着室の中に響く。

    「甘い……とっても甘いよ……」

    「はぁん……んん……」

    恥ずかしい場所を舐められて、いけないと分かっていても、快楽に身を任せてしまいたくなってくる。

    「あぁっ!!」

    彼の舌が、花弁を割って、中に入ってきた。

    自分でも未知の場所が、熱い舌で開かれていく。

    初めて知る快感に、凛は立っていられなくなった。

    「ダメ……もう……」

    ガクガクと足が震え、力が抜けていく。

    そんな凛を、晃章はギュッと抱き締めた。

    息が苦しくなる。

    「オレが君に何をしているか、分かっているのか？」

    少しイラついた低い声で彼が言った。

    「君は誰にでもこんなことをさせるのか？」

    「こんなことって？」

    その無防備な顔を、彼は息を飲んで見つめた。

    「君は本当に……男性と付き合ったことがないの？」

    「あ、ありません……わたし、こんなだし、ぜんぜんモテなくて……すいません……」

    「なぜ謝るの？」

    「だって、わたし、恥ずかしがってばかりで、あなたのお仕事の邪魔してるみたいだし……」

    「邪魔って……下着を作るのにこんなことが必要だと？」

    「え？　あの……」

    戸惑う凛に、晃章は慌てて言った。

    「いや、そうだよ……下着を作るには、それを着ける相手をよく知らなくちゃいけないからね」

    「はい……」

    にっこりと笑う凛を、今度はなぜか少し哀しげに抱き締めた。

    「君は無防備すぎる。心配で、このままオレの腕に閉じ込めてしまいたいよ」

    「あの……どうしたんですか？」

    「ランジェリーができるまで、オレは君だけのデザイナーだってことだよ」

    「あ……」

    彼と過ごせる時間は限られている。

    オーダーした下着が完成してしまえば、この関係は終わるんだ。

    （わたしはこのお店の客で……彼は……）

    なぜか心が苦しくなって、泣きたくなった。

    凛は、彼の腕に抱かれながら、このまま時間が止まってしまえばいいと願った。

    　

    　

    「晴れてよかったな」

    隣に座る加藤が言った。

    今日は、待ちに待った親睦旅行の日。

    バスの中で、凛は加藤の隣をゲットすることができた。

    嬉しいはずなのに、なぜか、心は晴れない。

    鞄の中には、オーダーメイドしてもらった下着は入っていなかった。

    受け取りに行くのが怖くて、結局、行けなかったのだ。

    加藤のことが好きだと思いながらも、身体は晃章の愛撫に感じてしまう。

    心と身体がバラバラになってしまったようで、そんな自分が分からなくなってしまっていた。

    　

    宿に着いても、温泉に入る気分じゃなかった。

    みんなが楽しそうに部屋から出て行くと、凛は一人、庭をブラブラと歩いた。

    心とは裏腹に、空は雲一つない青空。

    「鈴木っ！」

    振り返ると、小走りに加藤が近付いて来る。

    「加藤君もお散歩？」

    「窓から鈴木が庭にいるのが見えてさ……一人でどうしたんだ？」

    「うん、わたしは、別に……」

    なぜか加藤と一緒にいるのに、ドキドキしない。

    凛は加藤の顔をじっと見つめた。

    「なんだよ、オレの顔に何か付いてるのか？」

    あんなに好きだと思っていた彼のことが、今は何とも思わない。

    （こんなはずじゃなかったのに……）

    加藤に告白するために、あのランジェリーショップに行った。

    それなのに、今は別の人のことを考えている。

    「鈴木、あのさ……話しがあるんだけど」

    「うん」

    凛はブラブラと歩きながら、上の空で返事をした。

    「オレと付き合わないか？」

    「え……どこに？」

    「じゃなくて、オレ、鈴木のことが好きなんだ、だから付き合ってくれないか」

    「うん……って、えええっ!?」

    驚いて加藤を見ると、彼は真剣な顔で凛を見つめていた。

    「みんなはさ、お前のこと、地味だの、ダサいだの言ってるけど、オレはそんなお前が好きなんだ！」

    「あの……えっと……」

    なんて答えればいいのか、分からなかった。好きな相手に告白されて、嬉しいはずなのに……。

    「お前はオレのことどう思ってる？　他に好きな奴いるのか？」

    「わたし……は……」

    その瞬間、晃章の顔が浮かんでは消えた。

    凛はハッとして息を飲んだ。

    （そうか……わたし……ああ、なんてことだろ……答えはもう出ていたのに……）

    凛は加藤の手を取ると、ギュッと握りしめた。

    「加藤君ありがとう、加藤君を好きになったから出会うことができたっ!!」

    「えっ？　誰に？」

    凛はにっこりと、今まで見せたことのない極上の笑顔を浮かべた。

    「ごめん。だからわたし、行かなくっちゃっ!!」

    「えっ！　あの、どういう……？」

    振り返ることなく、彼女は駆けだした。

    そんな背中を見送って、加藤は開いた口がふさがらず、ポツリとつぶやいた。

    「あいつ、あんなにかわいかったっけ……？」

    　

    　

    急いで戻った凛は、閉店間際の店内に飛び込んだ。

    客の姿はまばらで、晃章はいなかった。

    凛は迷うことなく奥へ進むと、試着室のカーテンを開けた。

    「きゃぁぁっ!!」

    中には、二人の女性。

    「あれ？」

    てっきり晃章がいると思い込んでいた凛は、ポカンと二人を見つめた。

    「こらっ!!　何をやってるんだ」

    ふいに背後から大きな手で目隠しされた。

    「お客様がフィッティング中だよ」

    突然の晃章の登場に、ドキリとする。

    「申し訳ありませんでした。失礼いたします」

    彼は客たちに丁重に詫びると、そのまま凛をずるずると引き摺るように、自分のプライベートルームへと連れていった。

    　

    スタイリッシュな家具でまとめられたシンプルな室内。

    晃章は、ソファにドサリと座ると、頬杖をついて凛を見上げた。

    「それで、オレとの約束をすっぽかしておいて、今頃なんの用かな？」

    「し、下着を受け取りに……」

    「それは一週間も前の約束だったろう」

    咎とがめるような彼の視線が痛い。

    「ごめんなさい……わたし、ここへ来るのが怖くて……だって、下着を受け取ってしまったら、もう、あなたに会えないって思ったら、なんだか、どうしても……」

    晃章はゆっくりと立ち上がると、凛に近付いた。

    「つまりそれは、どういうこと？」

    「それは……」

    （言うのよ……今言わなきゃ！）

    萎んでしまいそうな心に叱咤しったしつつ、凛は目を見開いた。

    「わたし、あなたのことが好きっ!!……みたいなの……」

    告白してしまってから、急に恥ずかしくなった。

    真っ赤になって俯く凛の顔がかわいくて、彼はプッと吹き出して、凛の肩に手を置いた。

    「みたい……じゃなくて、凛はオレのことが好きなんだろう？」

    顔を上げると間近に彼の顔があって、いたたまれず目を伏せた。

    「うん……だけど、いいの、これだけ伝えたくって……だって、ずっと加藤君のことが好きだと思ってて……でも、彼に告白されたとき、頭に浮かんだのは、あなたの顔で……それで……」

    「加藤に告白されたのか？」

    晃章の顔色が変わる。

    「うん、だから、その時に、わたしもあなたに告白しなくちゃって思って……わたしはお客で、あなたは有名人で。でも、気持ちだけは伝えたいって思って……それで……それで……」

    「凛、落ち着いて」

    「急にこんなことを言ってごめんなさい、迷惑ですよね、分かってるんです、わたしなんか、こんなだし……」

    「凛っ!!」

    晃章に強く名前を呼ばれて、やっと口を閉じた。

    「君はいつもそうだ……凛はもっと自分に自信を持つべきだよ」

    言いながら、晃章は凛の服を脱がしていった。

    「あの……何……？」

    「お客様がオーダーされたランジェリーは完成しております、最後のフィッティングをお願いいたします」

    「最後……の……？」

    彼の口から出た言葉に、足が竦んだ。

    凛が抵抗しないのをいいことに、彼は服を脱がせると、できたばかりの下着を着せた。

    レースがたっぷり使われた白いランジェリーは、ブルーの糸で花の刺繍がほどこされている。

    さながらブライダルインナーのようだった。

    「たぶん、凛がオレを好きになるよりも、ずっと前から、オレは凛のことを知ってたんだよ」

    「え……？」

    「毎日店の中を覗いていただろ？」

    「あっ!!」

    （見られてたんだ……店の前まで来たけれど、別世界のようで中に入れないでいたのを。恥ずかしい……）

    「いつ入って来てくれるのかって、イライラしたよ」

    「ご、ごめんなさい……なかなか勇気がなくって……」

    「で、やっと来店してくれたと思ったら、恋の叶うランジェリーを作って欲しいだろ？……思わず意地悪しちゃったよ」

    「意地悪？」

    「もしかしてサイズ測るの、オレがやってるなんて信じてた？」

    「だって、デザイナーだし……」

    「そうだよ。でも、女性のサイズをまさか男のオレが測る訳にいかないだろう……それも、あんな方法で」

    「う……う……うそぉ～っ!!」

    今までの淫らな行為の数々が、走馬灯のようにフラッシュバックしていく。

    　

    明かされた事実に混乱していると、凛は鏡の前に立たされていた。

    「ほら、見てごらん。よく似合ってるよ、凛のために特別にデザインしたんだ……どう？　感想は？」

    凛は息を飲んで鏡を見つめた。

    （これは誰なの……？）

    ランジェリー姿の見知らぬ女の子が鏡の中に映っている。

    白いレースは小さな胸を大きく飾り、ブルーの刺繍で咲いた花は、全体を清楚に彩っている。

    地味で冴えなかった自分が、魔法にかかったかのようにステキに変身していた。

    その傍らには、王子様のような彼がいる。

    「とってもかわいいよ」

    彼の甘い言葉に勘違いしそうで、ふいに涙が溢れた。

    「凛？」

    「ありがとう、下着を作ってくれて……とってもステキ……夢の中にいるみたい……それももう終わりなんだね、もう会えないんだね……」

    彼は、困ったように笑った。

    「本当に何も分かってないんだな……オレが必死に君を口説いていたっていうのに、ちっとも気付いてなかったみたいだね」

    晃章は凛の顎に指を絡めると、上向かせた。

    涙に濡れた視界の向こうに彼のキレイな顔が見える。

    「女の子はね、誰だってお姫様なんだ……王子様はね、お姫様を好きになるって相場が決まってるんだよ……凛、好きだ」

    彼の引き締まった唇が凛のそれに重なる。

    優しいくちづけ。

    嗚咽を吸い取るかのように、彼の舌が入ってきて、凛の全てを味わう。

    甘い、甘い……キス……。

    凛はためらいがちに彼の舌に自らを絡めた。

    それを待っていたかのように、強く吸われ、甘く噛まれた。

    たったそれだけで、凛の子宮は疼き、立っていられなくなった。

    　

    唇を離した晃章はクタリとなった凛を、ソファの上に押し倒した。

    「このランジェリーは凛へのプレゼントだよ」

    「そんなの悪いよ、こんなにステキな……」

    言葉を遮るように、唇に彼の長い指が添えられる。

    「ランジェリーは女の子の魅力を引き出すアクセサリーのようなものだよ……大切なのは、その女ひと自身。要するに、中身ってことだよ」

    晃章はせっかく着せた下着を脱がせた。

    小さな乳房も、熱く潤んだ中心も、全てが彼の前にさらされる。

    「凛はかわいいよ、唇も、手も、足も、このピンク色の乳首も……」

    彼の唇が、言葉と共に、凛の全身を愛撫していく。

    「蜜を溢れさせてるここも……もう濡れてる……凛はホントにエッチな女の子だね」

    「やだ……恥ずかしい……」

    足を閉じようともがくけど、彼の腕がそうさせない。

    「オレがどんなに凛のことを好きか、身体で感じるといいよ」

    彼の唇が卑猥ひわいな割れ目に近付き、蜜を味わうかのように、ねっとりと舐め上げる。

    「ひゃぁ！　そんなとこ汚いよ……」

    「汚くなんかないよ……言っただろ、凛の全部がかわいいって……」

    逃げようとする身体を抑え付けられ、クチュリと水音をさせて、舌が差し込まれた。

    グチュグチュと、敏感になった中を掻き混ぜられる。

    「あぁっ……はぁぁん……」

    我慢できず、凛は細い喘ぎ声をあげた。

    「かわいい声で啼なく……すごくそそられるよ……もしかしてオレのこと誘ってる？」

    獲物を見るような鋭い視線が凛を射た。

    「あっ……」

    彼の瞳が欲望に潤んでいる。

    「今すぐに凛がほしい……凛のすべてをオレのものにしたい……」

    真剣な声が心を揺さぶる。

    晃章の本気を感じて、下肢が甘く疼いた。

    （これは夢なの？　だったら永遠に覚めないで……）

    「わたしを……あなたのものにして……」

    確かなものがほしくて彼に縋り付くと、晃章は凛を強く抱き締めた。

    「他の男には渡さない、凛のすべてはオレのものだ！」

    熱く囁き、噛みつくようなキスをした。

    息もできないほどの激しいくちづけに翻弄されていると、硬いものが蜜口に押し当てられた。

    「力を抜いて……優しくしたい……」

    彼のものが、熱く蕩けた凛の中に入ってきた。

    「いっ……痛い……っ!!」

    貫かれる痛みに凛は顔をしかめた。

    「少し我慢して……すぐに気持ち良くしてあげるから……」

    低くかすれた声に、ゾクゾクする。

    ゆっくりと、中を確認するかのように、彼のものが抜き差しされる。

    「凛の中、すごくいいよ……熱くて気持ちいい……」

    余裕のない声が囁く。

    硬く閉ざされた場所を開く痛みは、全てが現実だと教えていた。

    ドクドクと脈打つ彼のものをリアルに感じる。

    （わたしの中に彼がいる……）

    　

    好きな男ひとと一つになれたことが嬉しくて、凛は涙を流した。

    「凛、泣かないで、好きだよ、大好きだ」

    涙を唇で拭いながら、彼が優しく甘く凛を蕩けさせる。

    「凛は？　凛はオレのこと、好き？」

    「……好き……大好き……」

    「嬉しいよ……オレも……凛が大好きだよ」

    　晃章は嗚咽を漏らす凛の唇を貪むさぼるように塞いだ。

    「んん……んぁ……」

    　クチュクチュと音をさせて、彼の熱い舌が全てを味わうかのように掻き混ぜられる。

    　唇を離すと、彼は切なげに言った。

    「凛、オレの名前を呼んで」

    「あなたの……名前……？」

    「そう、晃章だよ、オレの名前は晃章、言ってみて」

    「……あき……ふみ……」

    「よく言えたね、ご褒美だ」

    「ひゃぁぁっ！」

    　突然、敏感な部分を突き上げられ、信じられないほどの快感に襲われた。

    「ダメぇ～、そこ、変になっちゃうぅ～!!」

    「そうか……ここが気持ちいいんだね、もっといっぱい気持ちよくしてあげるよ」

    　晃章は同じ場所ばかりを何度も突き上げる。

    「あぁ……あぁ……ダメ……おかしくなっちゃう」

    　凛は髪を乱して悶えた。

    「もっとおかしくなればいい……オレのことしか考えられなくなるくらい……」

    「お願い……もう、許して……怖い……」

    　初めて知る深すぎる快感に、凛は不安を覚え、彼に手を伸ばした。

    　彼はその手を掴むと、ギュッと強く握りしめた。

    「気持ち良すぎて怖いってこと？」

    　カクカクと頭を振って頷くと、晃章は優しく凛の頭を撫でた。

    「素直だね……かわいい……ほら、オレに掴まって……」

    　凛の両手を首に掛けると、彼は抽挿ちゅうそうを激しくした。

    「はぁぁん……あぁん……あぁん……」

    　あまりの快感に、ただ喘ぐことしかできない。

    　そんな凛を抱き締めて、晃章は、欲情に掠れた声で囁いた。

    「やっと手に入れた……もう、逃がさない……」

    　その言葉通り、二人を繋ぎ止める熱い楔くさびを、何度も奥深くまで突き入れる。

    　リズムを刻む彼の腰使いに合わせて、凛もぎこちなく腰を振った。

    　もう、痛みはなかった。

    　ただ、快感だけに支配されていく。

    　彼の腕にゆられながら、初めての絶頂に身を委ゆだねた。

    　

    晃章は、自分の腕の中でグッタリとなった凛の額に愛おしげにキスをすると、にっこりと微笑んだ。

    「凛、大丈夫？」

    「……うん」

    凛は気だるげに彼を見上げると、恥ずかしそうに笑った。

    「ホントに恋が叶っちゃった……」

    「そうだね、じゃあ、そんなステキなランジェリーをプレゼントしたオレに、ご褒美がほしいな」

    「ご褒美？」

    「凛の方からキスしてよ」

    「キ、キス!?」

    「オレのことが好きならできるだろ」

    「わ、分かった……目を……閉じて……」

    「いいよ」

    素直に従う彼の、魅力的な唇にチュッと軽くキスをする。

    「かわいいキスだね」

    彼は楽しそうにクスクス笑うと、凛を優しく抱き締めた。

    二人の体温が混じり合い、心地良い暖かさに包まれる。

    （この幸せがずっと続きますように……）

    凛はそう祈りながら、彼の腕に身を任せ、まどろみに意識を手放した。

    　

    　

    （おわり）

    　

    　

    　

    本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

    本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

    また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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